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	チマキザサ再生プロジェクト
	令和７年度　事業報告書
	（アニュアルレポート）
	令和８年７月
	チマキザサ再生委員会


	チマキザサとは
	京都の三大祭りの一つである祇園祭の厄除け粽（厄病・災難除けのお守り）の他、京料理や京菓子などに利用されてきたチマキザサは、京都市北部山間地域に自生する大型の笹で、およそ60年に一度、一斉に花が咲き一斉に枯れるという性質を持っています。 平成１６年から平成１９年にかけて、当該地域のチマキザサが、一斉に開花し群落のほぼ全てが枯れてしまい、追い打ちをかけるようにシカが新芽を食べつくし、自然環境下での再生は望めない状況になりました。

	チマキザサ再生委員会
	チマキザサ再生委員会は、チマキザサの復活を目指し、平成２５年６月に発足しました。現在は地元、大学研究者、祇園祭山鉾連合会等の有志に加え、京都市の関係部局で構成し、活動しています。

	チマキザサ再生委員会の取組
	チマキザサ再生委員会では、鹿の侵入を防ぐための防鹿柵を設置したチマキザサの保護区の設定、柵の維持管理（点検・修繕）や不用木の除伐等によるササの再生環境整備、担い手確保及び技術継承支援、また取組を広く知ってもらうための普及啓発等の事業に取り組んでおり、令和4年度に出荷を再開するまでに至りました。

	主な取組内容
	　＜再生環境整備事業＞
	（１）
	生物多様性の保全活動に取り組む団体を支援等する「きょうと生物多様性パートナーシップ協定」に基づき、「株式会社京都環境保全公社」様からご寄付を賜り、ササ苗の移植、生育環境のモニタリング調査、防鹿柵の点検・メンテナンス、啓発看板の設置等を行いました。（令和６年度に新設した保護区１２で実施）
	（２）
	既存の防鹿柵の点検と、修理が必要な箇所の簡易修繕に加え、保護区６における光環境の確保のため間伐等を実施し、保護区内の環境整備を行いました。 （令和８年度にササ苗を移植予定）
	光環境調査の様子
	生育状況調査の様子

	主な取組内容
	＜担い手確保及び技術承継支援事業（周知啓発含む）＞
	（１）
	チマキザサ採取体験ツアーを実施し、２０名の参加者がササの採取、選別、また祇園祭で使用する厄除け粽づくりを体験しました。
	実施後のアンケートでは、内容について高く評価いただくと共に、その後ボランティアとして作業に関わっていただける方もおられるなど、担い手の裾野拡大につながりました。
	＜ツアーの様子：採取体験＞
	＜ツアーの様子：選別体験＞

	主な取組内容
	＜担い手確保及び技術承継支援事業（周知啓発含む）＞
	（２）その他周知啓発
	左京キラり市 ７月、１２月、３月に開催し、北部山間地域の魅力発信の一つとして、チマキザサ、厄除け粽等を展示しました。
	学生ボランティアによる採取、加工体験 森林ボランティアサークルに所属する大学生に参加してもらい、採取、加工体験を実施しました。
	動画撮影への協力 一般社団法人Impact Hub Kyotoの実習生である映像を学ぶ学生に協力し、委員会の活動紹介やインタビューに対応しました。 動画は左京区役所のホームページにも掲載しています。
	講義等での取組紹介 小学校、区役所のふれあい事業、その他の機会に、チマキザサ再生の取組を紹介しました。

	動画ページへのリンク

	主な取組内容
	＜その他の取組＞
	平成３１年度に、今後取り組むべき事項をまとめたロードマップ（計画期間：～令和１２年までの１０年）を作成し、この間、活動に取り組んできました。
	令和４年に出荷再開を実現できたことをはじめ、再生を着実に進めてこられた一方で、担い手の高齢化等により、作業に十分な労働力を確保できていないこと、あるいは次世代の担い手確保の必要性など、取組の優先度が計画時と乖離してきている状態も生じていました。
	そこで、これまでの取組を振り返り、継続して取り組むべきことやこの間の取組により見えてきた課題等を整理し、これまでの取組を踏まえたロードマップとして改定しました。
	今後の活動の指針とし、持続可能な地域の産業や文化の継承に貢献できるよう、引き続き取り組んでまいります。

	出荷枚数
	単位：千枚
	用途／年度
	令和５年度
	令和６年度
	令和７年度
	食品用
	厄除け粽用（※１）
	新規活用
	２０（※２）
	０（※３）
	出荷枚数合計
	１０１
	※１　厄除け粽用のチマキザサは加工後、採取年の翌年に出荷。 ※２　商品開発のための成分研究用に出荷。 ※３　研究用として、麩嘉に芯葉を２千枚無料で提供　（出荷枚数合計に含まない）


	皆様のご支援に心から感謝申し上げるとともに、引き続きチマキザサ再生委員会の活動にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

	お問合せ チマキザサ再生委員会（事務局：左京区役所） 〒６０６－８５１１ 京都市左京区松ケ崎堂ノ上町７番地２ 電話：０７５－７０２－１０２１ 受付時間：平日９：００～１７：００（土・日・祝休日除く） sakyo@city.kyoto.lg.jp HP：https://ikimono-museum.city.kyoto.lg.jp/chimakizasa/



